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「医心 }j-J 1誠灸衆英J I誠灸大成J ，乙於ける

向 lfll 川:: ~[Ê らしき症状に対する主治穴について

明治鋪灸大学・東洋医学基礎教室

十It 111 俊典 出野陽二 高島文一

要旨医心方J '1叫存する日本最古の医学書であり.丹波康頼が984年 iこ撰述したとされている.全

30どきでその第 2 どきが以灸E3. となっても、る.その中の孔穴主治法第ーを見ると作660穴別堂経穴649 ，

j者家方穴 I1 と丸かれている.大部分が「黄帝内経明堂経J から '11用されたものである乙とが推定される.

「鋪灸衆英」は 1 529{1:明の百武が編述したものであり，文「錨灸大成J は 1601年H月の楊継洲が編述し

たものである.fiiJれも末以後の改編を経て，経絡経穴は整備され，五行論的要素が加わったものと考え

られる.し泊。し fi可， IJ にも 70 1 fの年月を隔てて，多少の相違点が見られる.

乙れらの三τnの '1 1から，現代医学の高血圧症とされている症例の中から 1.頭痛. 2. 舷{d:， 3. 耳鳴.

4. 刷出血. 5.心~Iií. 6. 心煩驚怜， 7.面赤， 8.頚項肩痛， 9. 半身不髄. 10. 口面哨斜を選びその主治穴を探

索し，それらを綜合 L て高rfnFF症の治樹穴を模索しようとした.

Concerning-the principal meridian points for the hypertensﾎon-like 

句'mplon】 s in Ishinpo , Zhenjin J uying and Zhenjin Oacheng 

Toshinori TUNAKA , Yoji IDENO and Bunichi TAKASHIl¥1A 

Department of Orientαl Medicine , A1eiji College of Oriental Medicine 

Summary: The “ Jshinpo" is wellknown at present as the oldesl medical textbook in 

Japan. 

It is presumed that most of its contents were quotations from chinese medical litera・

ture and written by Yasuyori Tanba in 984 A.D. 

The “ Ishinpo" consists of 30 chap t.ers , and in t.he chapter 01' acupuncture and moxibusｭ

tion 660 meridiun points are mentioned. 649 points from “ H uangdi Neijing i¥:Iintang" and 
11 points ‘ rom other sources. 
The “ヌhenjin ,Juying" was edited by Goo Wu of the fvling dynasty in 1529 , and the 

“ Zhenjin Dacheuピ， was edited by Yang Jizhou of the Minεdynast.y in 1601. 

These two hooks have arranged Meridians and meridian points and the three books are 

to some exl.ent different I.() each others in t.heir assertions. 

1'he auLhor detected the treatment points for the hypertensioll-like symptoms in the 

th ree bool¥:8. 

The ten fr'om I.he symptoms are selected i-c.. 

1) headache , 2) vertigo , 3) tinnitus , 4) epistaxis , 5) hear t.ache , 6) tachycardia , 
7) blushed face , 8) neck , nape and shoulder pain , 9) hemiplegía , 10) facial paralY8is. 

Key worde : 経穴 Mer'idian point.，高血圧症 hypertension，医心方 Ishinpo , 
誠灸衆英 Zhenjin Juyíng，錨灸大成 Zhenjin Dacheng. 
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ラ6 r医心}j J r錨灸衆-，jU r鋪灸大成J Iζ於ける高血I{~定らしき痕状 lζ対する J:.治穴について

I 緒 Eコ

「医心方」は月」存する I1 本Jd古の医学全書で=あ

る. 984年丹波康傾により撰.iiliされ， 11J 融天皇 iζ

献上されて長く符 111 1乙保管された. 161 1-1:紀になっ

て正規11fT 天宝は.これを佐IJ IJI!I'i~，半J:I: JilJ策 lζ ドl喝

された.

半井家は千口気清麻呂の子孫で・あり， 11)]治に至る

までJ、}波. flJ気ドljjまが日本の医学を支配したと言っ

ても過言ではない.

1850年代になって徳川幕府の最高の医学研究所

であった医学館に 3 ヶ月間貸し出され，丹波氏の

子孫である多紀一pljlとより筆写された以外.半チ1:

家 l三路蔵された権威ある書物である.全30巻より

!夜り，第 2 巻が鍬灸篇である.この中の孔穴主治

法第ーには合660六.明堂経穴649. 諸家方穴11

と書かれている.この場合の IIJ]堂経は， r日月堂孔

穴鋪灸知製J の流れを引く. ，-黄1î'j的経fl月堂経J

をさすものと推定され，現在世界で只一部，全 13

巻の中，第一巻のみ，京都仁和!寺に保fがされてい

る. fI宍心方j の|句容を調査することは円以前の

孔穴主治症を調査することになると考えられる.

「錨灸衆英」は|サlの高武が1529年編述したもの

であるが，このH与代には宋時代の改訂を経て経絡

経穴もよく整備されてきている.

「誠灸大成」は iりjの楊継洲が1601年編述したも

のであるが，更によく整備され，寸Illijやヨーロッ

パの鍛術は殆んど乙れに依拠しているとされてい

る.

以上三書を調査して高血圧症らしき:J(í~候を拾い

上if ， これに対する主治穴を傑索することにより.

400年以前の古代における高 lfIl f{症の鋪灸治療の

主治穴を知ろうとした.

日方 法

安政刊本「医心 J;J 第二巻繊灸篇の孔穴主治法

の中から，高血圧痕らしき症候として，1.頭痛，

2. 肱最， 3. 上[鳴， /1. 刊II刷~ 5. 心痛， 6.心煩驚惇，

7. 面赤， 8. 頒項目梢， 9. 半身不随， 10. 日面/1品斜

を選び，それらに対して効果ありと記e蹴された経

穴を選び出した.

つぜいて「鈍灸飛史 J (上海技術山版社|刊行)

「制灸大成J (人民衛牛:.1 1\版社刊行)から l，íJ峨に

10項目について効果ありと記載された経穴を選び

出し， r医心}jJ の経穴と比較対J!(t した.

記"攻の心-法は日 IJ表のように上段に「医心}j J

r~灸衆英 J r鍛灸大成 J を \11~ ダIJ し ， l. fifH市.

2.11立伯， 3.耳鳴， 4. ~:YL捌 .5. 心痛， 6.IL.U~ ，問作，

7.lfïi 亦， 8. 到Jf!口痛， 9. 半身不随. 10. LJ 1(,Î 11/.',\*:1 
の 11I(i序 lこ，経絡旬に経穴名を書き， 3中 Iζ記"主の

あるものを+，記載のないものをーと記し，十に

ついては表現された字句も例:記した.

身体部位については，丹波康頼印r来の rl7ミ心 }jJ 

の様式 iこ従い，頭部， lí，H~I~. 頭部， h j 部 L 子;部，

背部.胸部， IJU市I~ ，足部の"'自に綱 11 を作り，料絡

については.現代の鋪灸胎ノミ学のijc ，li~様式 lこ従っ

て. ffJJ辰.任脈.肺経，心経，心包経，大脳粁，

小fI弘主主，三.111約1. 円経. ，防 llì\:i*長 .111[椛，肝粁の I lI ü

lこ分傾記載した.

II1 結果ならびに考察

三井について共通する l~治穴は次のようであっ

た.

1 .頭痛

頭部では督脈の後頂， ffi6í戸， .~孔 JFt .三焦料の顧

息，千LI麿，勝l洗経の歌光，Ii枕， 1Jl!伐の懸店員，半

谷， )~街，寂|注，完骨 ， IIK這， Ilì~í空，

lí'Î部で、は腎脈の土星，や11庭，三焦経の糸竹字

勝脱椛の晴明 ， 111] 差.

主Y4部では，三焦経の天l踊，勝枕経の天柱， lJI!粁

の凪池.

子部では肺粍の孔最， i{1、|際， .L経のi!?主， )凶'I!. . 

心包経の太陵.大)}場経の作谷，陽諮，溢溜，小11易

経の少沢，後鮪，少海，三焦経の関前，液門. [� 

j者， 人~J1二. i'n操，背部. 'Ff ，1脈の命 I I!J.勝月光経のノミ

仔， I孔門，三焦命、腎命.

腹部では，任脈の関元.

足部では胃経の解諮， f防脱経のJi~陽，附|場，京

骨，通谷，至陰， ，担経の外丘，寂陰である.

頭部，額部，項頚部.手関節の附近.背部の卜

胸村t{fl~及び腰椎部，足問団jの附近に特 i乙多い.
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2. 肱量

頭部では督脈の後町i.府!会.膝枕経のポ光.絡

却. Ijl!併の領厭.

面部では. 118.経の本rll l • 粁脈の上屋，Ì'IIII在，頚

部ではJ]労!lJU去の反位. Ij ll経の凪池.

背部では.勝枕経の11 F劦� . 

版部では，任脈の関JG.

足部では勝脱経の飛似， 1]1 1経の臨泣.侠郊であ

る.

vSUllí と伯慢するものは，頭部では後]Ú ， /兵光.

1副部では，管脈の I-.hし神庭.

頒部では.跨枕経のλ~n ， 胆経の風池.

腹部で・は任脈の関元.

定部では勝枕経の飛問である.

3. 耳鳴

頑;~IHでは，二焦経の臨u斗，場風，胆経の合員厭.

而部では三焦経の上fPIJ. IHl経の客干人.

子部で、は大腸経の商|場，陽主任，偏歴，小腸経の

前主主. 1陥吋・，陽谷である.

4の LlijlJ1:l及び腕関節附.ì[[の防経に多い.頭痛，

E玄母とは内んど噴悔しない.

4. 罪11 凪

頭部では勝枕経の通天，胆経の承霊.

而m~で・は腎llI1長の上尾，ぷ骨雪，大腸経の手u解，迎

再.背古I~では，勝IDt経の ;~i~i:~t~ . 

手部ではQîlî経の天府.心包経の部門.大Jl場経の

合谷 . (líM悟，

足 i~iSでは胃経の属兇，時!lj\:経の承筋. JI~陽，昆

嶺.京中i- ，通谷， 11界経の|怒白である.

品の)，'iJI JI:I及び|場 IIJI経及び.勝枕経の末十PJ穴が多

い.特 l乙飛陽は，頭痛. 11玄量とも璽複する.

5. 心痛

手部では肺経の侠臼， Jてがえ. {，，*歪の極泉，芸道，

|注 l!S ， 少(1îj. 心包経の山沢，都門. r百H史， IÅJ 関，

大陵， LII術，小腸経の少沢，三焦経の天井，胸部，

任脈のIlf'l '11 • 天突.

腹部では任脈の建里. 11]院，上院，巨|制，鳩尾

である.

手部の心包経が多く，胸部のJl宜け胞NSで・は心

寓部が多い.殆んど， QJi梢，目玄室などとは宅複し

ない.心痛は高血圧の症状としては稀なものと考

えられる.高血圧の結果，動脈硬化を来し，狭心

11Ë. 心筋梗塞などを量するに至って表れるものと

考えられる.

6. 心煩驚惇

頭部では，官!脈の刷会，勝枕経のポ光，完骨.

千部では肺経の少商，心包経の大陵，大腸経の陽

新，胸部では任脈の I~堂，紫宮，腹部では任脈の

巨|胡である.手関節f部， I胸部の胸骨のL.腹部の

心高部 l乙多い.心~!~l間惇は高血圧症として現われ

易い症状である.

7. 面赤

Ilíí部では，小腸経の額穆，足部では宵経の解お

である.額謬は，頬の 111心であり，言わば局所で

ある.足部の解黙は111終.の遠隔取穴と考えられる.

Ifli亦は高rfilJf症としては，よく現れる.

8. 頚項肩痛

頭部では腐脱経の通天，胆経の領厭.薮陰，面

部では胆経の本神，子部で‘は小腸経の少海で、ある.

9. 半身不随

頭部の督脈の風府のみである. r医心方J f乙は

半身不随の言葉・は出てこない， r誠灸衆英J でも

「鍛灸大成」でも殆んど半身不遂と害カ亙れている.

n天心方」の風府の所には，舌急難言足不仁と

古かれている.

半身不随は高血圧~I'I~ としては， lJì当 11\lf11の後遺症

としてあらわれることが多いので，多発するもの

ではない.

10. 口面明斜

副部では胆経の完'l'l'.面部で、は仔脈の水溝，任

脈の承紫，大腸経の迎香，小腸経の額樫，胃経の

承泣，四白，巨穆，手部は大腸経の二間.

足部では胃経の内 l在である.

1 I rf4i鳴斜は顔而有|同年麻陣と考えられ，脳出血の

後追痕状として現われてくるので，日IfnJ王症とし

ては，稀なものと考えられる.

完骨は，顔面神経の経路iζ近い所と考えられ，

而部の諸穴は，局所の筋 i乙対する治療穴であり，

足部の内庭は胃経の述|同取穴と考えられる.

以上を概指すると.1.頭痛52穴. 2.11玄侵 15穴.
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表 1 頭痛

身体部位 経絡名 経穴1"1
i~ 治 1([ 

~~ dし、 }j 誠灸 àW 英 錨灸大成
!ﾏj'j 部 督脈 額会 !品目玄î1l'HiTI 脳痔如破 (一)

円会 (-) 頭痛日舷 til1痛 [111玄
後 m 頗上布 額甑上痛 日'fj偏frlí
強 IMJ (一) 頭市líl1 舷 山1痛 1111玄
脳戸 911垂I副市 頭弓u毛布 ûJl而

風 IH !iJ'{痛 Ji'[色、 悪寒頭痛 Vfl 1,Yí 
鹿 rlj J員強 頭痛 (-) 

コ;1:t~':I 顧息 QJ)脇:@ 身熱頭痛 」手主~\j]l'H，lí
耳門 頭鎮痛 (-) (一)

干口 修 !lJ'î宅管H市 tiJí ìn~市 。fi 弔有li
E円日 。if:立五 頭記ft 長n痛立lJ破 頭痛 (一)

腸1光経 五処 店i 痛 頭凪l熱 (-) 
求光 j長lß玄頭痛 風舷頭痛 回Ul玄頭耐

通天 頭痛項而 項~，i'j 屯 (一)

絡 :t;n Ilì~ 風舷頭痛 (ー) (一)

玉枕 頭項認J!ñt 頭Jl'cifì百 Dfl凪1IlÍィ:白J忍

胆経 領!ぽ 頭痛引け外皆 偏ïítH而 (一)

!琵直員 ïíl'i 痛 頭痛 頭痛

曲転- fl'í領陪~I~ij ~ Il'草川二 ft.ì~~llj向痛 (-) 

卒谷 II1Ú 角目立 f市 両角強痛 Ilhi角強而

天街 同 4雨 頭痛 �f[ 1,ií 
薮陰 項捧痛') 1頚 頭項領痛 !ifi J頁 ãN1市

'ﾆ 'n 凪頭耳後痛 頭Jillt耳後~í百 iltj阻l耳後痛

目窓 頭痛 1311支 頭 4市 (一)

承霊 脳風頭痛 頭 ~'l] ijì~í風fiJ'H市

Il出 土ト: !虫.l H玄頭痛 頭垂痛 副垂掠j イ;司忍、

!訊池 11玄頭痛 偏正副痛 匀irl IF.H]111J 

問1 部 督脈 上足 頭痛引合員 頭風 頭風

神 l定 )1~熱頭1111 寒熱頭痛 )1~梨~lln~llí

水溝 Jl~熱頭痛 (ー) (一)

=jι経 線竹空 !�TI fJ� ~~玄頭痛 1111玄~m桁
E円四 U円在B 四 l斗 (一) 頭痛 ~fi 痛
勝Jl光経 11青IlJJ I!Ttt寒頭痛 憎寒頭痛 的寒頭痛

横竹 )孔頭痛 (一) 寒熱頭古1j

曲尭 回痛身熱 頭項痛 頭項痛

胆経 本 11 1 1 fil'i痛 blll玄 (一) (一)

陽1'1 ~l'i目路 f痛 (ー) (一)

歪員 部 コ焦経 天|縞 üJ'î領痛 頭風 頭風

胃経 人迎 DR痛胸j|:11 (一) (ー)

勝脱経 天住 i肱頭市:痛 頭旋脳痛 頭旋脳焔

月日 経 風池 目立頭痛 偏正頭痛 (111\ 正頭痛
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表 1 頭痛 (2)

主 治 症
身体部{な 主主主各手/1 経穴ず1

11と {，、 方 誠灸来英 鋪灸ノミ l或

子 汚1) 1111i ~:王 孔最 HIl hil振寒 頭痛 頭痛

，1.(1，際 身熱頭痛 身熱頭痛 身熱頭痛

心経 IE毛f :1t. 頭@振寒 頭痛振寒 頭術振寒

少海 (-) 脳風頭~iì1 l脳!虫l頭痛

j凶型. 頭1ii11J，、気 l-ì舷頭痛 目舷頭痛

心包粁 大陸 fi]有 11如般 身熱副痛 身熱頭痛

大腸終 合科 頭肉痛 頭痛 頭痛

I~場結 防長j旦頭痛 阪逆f.iftll 阪逆頭痛

品11 溜 寒熱頭痛 寒熱頭痛 寒熱頭痛

|二 rra (一) 1lì~J.凪ÏÍJ11市 脳風頭痛

小腸経 小沢 頭痛 頭痛 頭痛

Jìíi 硲 副予n急、而 (ー) (一)

後新 舷頭痛 頭項強不得回顧 頚項強不i話回顧
腕骨 (一) 核搭頭痛 疲猪頭痛
文 i王 頭11玄痛 (-) (ー)

小海 日玄îiJ'i痛 Hil舷頭J員痛 凪11玄頚項而
三f長経 |呉l 種I 頭 11玄領補 頭痛 頭痛

j夜門 頭痛 頭痛 頭痛
[1' 渚 fiJ'i痛 1-::1 H玄fiJHf詰 目舷頭痛
天井 振;匙熱頚項肩背痛 振寒頚I頁痛 振寒頚項痛
l， IJ'j令剖l 頭~tlJ振寒 (ー) (ー)

iì~j 諜 熱抑頭痛 頭痛 頭痛

背 部 符1]長 命門 頭市lí如破 頭痛如破 頭痛如破
tll l 道 (ー) 頭痛 頭痛

j傍枕経 ノく 仔 頭痛 頭風振寒 頭風振寒
国門 風11玄頭痛 頭項強 頭項強
IJF 命 1=111玄頭痛 眉頭痛 (ー)
月q 命 (ー) 頭痛 頭痛
ニ-二e 日止台日J目弘Ij、 頭痛 傷寒頭痛 傷寒頭痛

目舷頭痛 日舷頭痛
'fﾎl ノ日へIj 出向足寒 !ÎN軍:身 ~F!\ 頭重身熱
小腸命 (一) 頭痛 頭痛
1三j，.恵"、';、吾iiヨ.-.ミZ (ー) 小児食1I:，'j=頭 ~fií 小児食時1iml1J

胸 i叩 任脈 天突 頭痛 (-) (ー)

!鹿 任脈 |某]元 頭H玄痛 風舷頭痛 風l泣頭痛
上院 頑11玄痛 (-) (-) 
鳩尾 (-) 偏頭痛引目外皆 偏頭痛引目外皆

心包経 天池 (-) 頭痛 頭痛

足 剖1 七月~ ~ ミ 盟隆 (-) !孔疾頭痛 風疾頭痛
角平 安省 頭11玄而 1--1赤 頭@ 頭痛
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表 1 頭痛 (2)

身体部位 経絡名 経穴 71
d� ~It 

医 iL、 1] 誠灸衆英 銭灸大成

勝枕経 承筋 ~Rn玄而 (一) (一)

飛 l場 頭舷前i 頭背痛 yfí背~Îlí
附 lí詰 ロiJj 重 頭前jj(í痛 。'11 1君tliTI Jáí
毘論i (-) 頭痛 ri{i :/市
τ/.士J~エァ 1'1" 町i 垂 頭痛在日破 ti11痛如 {ûU

*什 (一) 頭鮪J~痛 iÎ(j!t!~Jn~lií 
通谷 JJ~痛振寒 頭可-( 13 舷 v11宅 1-111玄
至|塗 Uü重印刷項@ 鼻塞頭重 GJL塞ri!'i In 

月日 経 外 FÍ: n~h頭痛J頁上思 頚Jfj痛 1(j J員前j

|場前Ii (一) 頭角鎮痛 911 角合}川7
薮陰 si1'i痛 頭痛{.煩 ilJ'Hi有 iL.. Ui 

肝経 太敦 (一) 陰頭 IIJ~市 1;会頭 [IJ~M

表 2 舷量(1)

身体部位 経絡名 経穴名
?f� ~IE 

医 JL、 }j 鎖灸衆英 鋪灸大成

f�1� 部 督脈 j凪!舟 u立台t (一)

強li\l (一) 目舷頭旋 ýJÎ痛1=111玄

後頂 11玄 王手: 悪風寒風Il玄 J!ﾚt tI玄
百会 (一) 頭痛 1-=1 舷 0fi痛 I~III玄

朗会 u玄量 頭 11玄 頭目立

勝枕経 五処 (ー) 回 目玄 11 11支
J極光 11玄儲 風H玄頭風 恒w玄flJ'H民l

絡却 H玄量 頭施耳鳴 ti!'i旋耳1111

玉枕 (-) !員 u玄 (一)

月日 経 合員 lW~ 11支軍: IlJU重.l ll 肱 tiJ!I虫1I二 111玄

臨泣 (ー) 自 n玄 H 絃

日窓 (ー) 忽頭旋 忽m~旋

正経 (-) 回目玄隈 1=1 H玄日其

凹I 部 督脈 上足 H玄最 1=1 11玄 I1 H玄
神 j瑳 11玄量: 11iíJlIil目 H玄 同風 rcl n玄

胃経 |吋 1'1 (-) 口 11支 I~I 舷

勝脱経 措竹 (-) 風日玄 l:flt Il.玄

三焦経 本作11 11支量 回 目玄 ~ 1 日玄

lJi 剖1 勝脱経 天 n 11 量 頭旋脳痛 JÎJ'ih~Ê恥j~11J

胆経 風池 11 舷 目 H玄 11 舷

手 首3 肺経 J乙府 (一) 白 日玄 H 舷

魚|探 (-) 回 目玄 仁! 日玄
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表 2 舷 量 (2 '1

二七 治 ~，'I~ 
身体部{心: 経絡名 経穴1'1

|長 JL、 方 鎖灸衆英 鍛灸大成

心経 少対，j (一) 日目玄発狂 11舷発狂

ù重!日 (一) II Il玄頭痛 11 舷頭痛
小II~A経 |場行 (一) H 舷 l=l舷
三j主経 中 i片 (一) け H玄Ëñ~lii 1111玄頭痛

J1 じ1 勝1I正経 大付 (-) 身熱目舷 身熱目 11玄
肝命 11玄量 11 舷 11 舷
一-~m仁zノ11 』11 (一) 頭重邑 H玄 H舷頭痛
ニI三21H台!~，;、、 4Z2e11Li4J , (一) 日 目玄 11 目立

1HZ ，~i~ fT: 1派 関 j亡 日玄 量 凪10玄頭痛 Jill\H玄頭痛
肝経 j明 IIIJ H玄量 (一) (ー)

h~ m~ 勝枕経 fi~ 1場 目玄 量 目舷 IJ舷痛
昆f.! ;1'肯a (一) 11 舷 11 日玄涌却l脱
申1I1í( (-) 1!lま E玄 )凪舷

京什 (一) 日舷 11 舷
東什 (ー) 1111玄身熱 1111支身熱
j亘芥 (一) 頭重目舷 頭重目舷

i可経 I勇収 (一) 頭痛目 11支 頭痛日 11支
り I! 経 臨 ì\'/~ 11玄量 目舷 li 舷

侠知 H玄量 1~1 目立 目舷
1]+経 11羽以 (一) 日 目玄 1-1 t位而

表 3 耳 鳴(1)

身体部位 経絡名 経穴名
主 j台 f主

医 JL、 方 錨灸衆英 鋪灸大成
ti~ 197官 f千脈 百会 耳鳴 (-) (-) 

三焦経 模 JVf< (-) 頭風耳鳴 頭風耳鳴
顧 ιl 11'鳥 耳鳴 耳鳴両
勢 j昆 耳鳴 耳鳴 耳鳴

l時脱経 絡 1~[l (-) 頭旋上P!日 頭旋耳鳴
1I日経 含11 fl]J; 耳鳴 耳鳴 耳鳴

浮白 (一) 耳鳴 耳鳴
薮|稔 (一) 耳噌々 lP!鳥無所11司 耳噌々 lfr!鳥無所聞

由 部 =焦、経 耳門 耳鳴 耳鳴如蝉声 耳鳴如蝉声
i l lJl 柏φτ~ 承れ:i.. (-) 耳鳴 上[鳴

下関 (一) 耳鳴 (ー)
日日 経 客 t人 上[ 鳴 耳鳴 lf 鳴

頚 剖5 小腸経 天容 (一) 耳鳴 耳鳴
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表 3 耳鳴 (2)

身体部位 経絡名 経穴名
治 f主

|長 'L' )j 鋪灸衆英 錨灸大成

手 部 大腸経 商!場 耳鳴 耳鳴 上r I!!~ 
I!号室谷 耳鳴 耳鳴 耳鳴
偏!佳 耳鳴 耳鳴 M 日

小腸経 前谷 耳鳴 耳鳴 .b\"日
f愛知 耳鳴 (一) (一)

腕骨 耳鳴 耳鳴 1f白
|湯谷 1:1" I!q lf ~1:J .w- ~n 
肩貞 (ー) 耳鳴 上r Ij!:.,} 

三焦経 |羽衝 耳鳴 〈一) (-) 
j夜門 耳 111~ (一) (-) 

中渚 耳鳴 (一) (一)

足 部 月日 経 寂|塗 耳鳴 (一) (一)

表 4 動陶(1)

身体部位 経格名 経穴名
i~ i・4口a 1a~ 

医 Jし、 方 銭灸衆英 鋪灸大!点

長員 部 督脈 自ffi I'~ (一) 制血不iI二 111)1 1血不止

!虫l 府 (-) 鼻銅 印刷

t心~ft‘ 4エbム (-) 蜘血 削 Ifll

瓦処 軌銅 (一) (一)

通天 蹴倒 軌制 品i 制

胆経 ポ定 刷削 即l 嗣 l仇剛山窒

凹 部 H 脈 上!主 鼻蜘 LJ ç~l出 1(11不1 卜 1I鼻山 lll1 イ汁|二

素骨翌 軌腕 鼻朗 航削

先端 (一) 銅山不 11-. 附L1 [n不 11-.

任脈 74ま策 軌削 (一) (-) 

大腸経 禾 11雪 Wt 剛 島It銅 航蜘不 It

迎香 軌朗 開l削有約 航醐骨磨

勝!枕経 慣竹 時[朗 (-) (ー)

11甘若 (ー) 矧l 朗 附l 刷

手 部 ßili 経 X ij干 帰l 卸 倒 I血不 11. I 1鼻胡血

大腸経 二 I l\ l 〈一) 鼻軌削lf日 品開l削 /(u

fT 谷 開L 蜘 鼻剛不 11二 印刷不 11-.

偏!佳 鼻朗 鼻劉 t:，\. 削

24jm 卿 (ー) (一)

心経 I~会郡 (一) 鼻朗 ~;\朗

心包経 1.[)川 凱朗 蜘血 削血

背 剖l |傍脈経 心命 (-) 鼻刷 ~:，t 削

ヨ~l~:三・「 五iig 航制 鼻朗 品削
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表 4 動鵬 (21

経穴ずl
主 治 昨ー

身体部位 経絡名
医 {.' h 錨灸緊英 誠灸大成

卜惚 (-) 鼻蜘 鼻闘

11主 羽3 任 .11民 |世;r-""; 交 (一) 鼻出血 鼻出[血

水分 (-) 鼻出血 鼻出血
中 )tj;~ WL 蜘 (一) (-) 

足 部 胃経 内!定 (-) 鼻血立不止 鼻腕不止

属兇 印l 蜘 軌自立 矧l 蜘

跨JJ光経 承筋 島IL 削 鼻慰l卿 鼻航蜘

飛|場 制削 虚目IJ 航蜘 虚則開L蜘

委中 制耐 (-) (一)

昆街 開l 嗣 開l 卿 即l 卿

京骨 航刷 鼻凱不l卜 鼻軌不止

通谷 相L 刷 引敵卿 引蹴倒

至|詮 鼻腕 (-) (一)

1]早経 隠|主| 執刷 醐血 蜘血
gFl経 !皆錨: (-) 鼻腕 鼻蜘

表 4 心痛(1)

身体部位 経絡名 経穴名
主 th 症

医 {,I 方 錨灸衆英 鋪灸大成

子 肺経 イ央 千1 心痛 心痛短気 心痛

!て沢 心痛 心痛 心尽兇寒
経渠 (一) 心痛H区日十， 心痛H区吐

太 i'f.リ (-) 心痛脈諸 心痛

#J、際 心痛 心揮悲恐 心揮悲恐

心経. 極 LH 心痛 心痛 心痛十日区

少海 (一) 心尽 心尽
霊道 悲恐心痛 心痛 心痛
通里 心痛 (-) (一)

陰部 心痛 心痛 心痛霊乱

神門 (-) 心痛数日意 心痛数隠

少街 上気心痛 阪心痛 胸心痛

心包経 天泉 (-) 心痛 (一)

曲沢 心痛 心痛善鰐 心痛
郵門 心痛 心痛H区峨 心痛H区1騒

間使 卒JL、痛 卒'L'痛 卒IL、~話

内関 心暴痛 心暴痛 心痛

大陵 心痛 心痛掌熱 心痛掌熱
中街 心痛身熱如火 心痛煩j前 心痛煩j荷

小腸経 少沢 心痛口乾 口乾心煩 [J干心煩

=焦経 支溝 (-) 卒心痛 卒心痛
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表 5 心痛 (2)

身体部位 経絡名 経穴ず1
主 よtLI 、I ~I'I~ 

|云 JL、 }j 鈍灸衆英 制灸大成

反JI: 心 t 心 1j((û1市 d 心Jlílr] :11詰

背 吉I~ '1守脈 長 IJgt 心 ~111 (一) (一)

筋維i (一) 心而 心力îí
l傍耽符 j減|岱命 (-) 心@ 心;!iií

IL、命 心fl百背細引 (一) (-) 

師命 (ー) 心痛 心@
魂門 (一) 胸背連，心桁 11何背辿JLA雨

胸 剖j 任脈 11定 11' 心痛満 J心胸痛 {"II旬両日
天突 IL.'痛 心開背相性 fí耐j 心開1T相性 lilHllí

捜 部 任脈 気海 (ー) 卒心痛 λ作IL.\~市

ill 里 心痛 心痛 'L.' ~l ìJ 
11' I}主 心而 心痛 ,L' @ 

上 11克 心両 卒心痛 ^iζ心~I百

I~ 1嗣 心拍H貞心 卒心痛 λiぇ:心@

h.日!五 心IJ主痛心背十目引而痛 心[11 与U!~J 心 11 ' 礼 W.j

表 6 心煩驚惇(1)

身体部位 経絡名 統穴名
主 治 hT~ 

医 ，し、 方 誠灸衆英 鈍灸大 li民

E買 剖i 官脈 強 1: 司 (-) 煩心曜日士 Ilì川首w心

f'j 会 (-) 心煩問驚惇 心灯i悶鰐惇

刷会 煩心 驚倖 f'fí 怜
勝脱経 承光 煩心 H区 I吐心煩 u区nl:心煩

胆経 l接続 (ー) 煩心不欲食 Mî心不欲食
o/� 'ì瓦3L 'Uf IL.' 煩心 .w 心

脳室 (-) 自腹心停 11 限心惇

凹 剖i 督脈 .flll I廷 (一) 驚停不得安寝 鰐惇イ元保安寝

傾交 (一) 面赤心煩 11百赤心煩

勝枕経 nl1 差 (一) L~頁j前 'L、煩 il~J

手 11市経 À 月l iFl IL. (一) (一)

，((1、|探 (一) , L.煩少気 心煩少気

少 11百 煩心 煩心普i宛H区 w心 i"子 l騎

心経 jffi 型 (一) 心惇 心作
rlll IIIJ (-) 心煩甚 ~.4 I L. \'W 
少静j 煩心 (ー) (-) 

心包経 I1¥J {史 'Íli 心 (-) (一)

大陵 煩心 煩心 ifl 心

労 1守 t貞心 (-) (一)
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表 6 心煩驚惇 (2)

身体;問、I 経絡名 経穴~
1~. げi 症

医 IL 、 ;五 鋪灸衆英 鎖灸大成

rl J l~Î 煩心 (-) (一)

大1J1.;}*~ |場銘 煩心 熱、病煩心 j，iMj~煩IL'

小IJ場経 少沢 (-) 日乾心煩 u乾心煩

コ i長経 関極i 煩心 (-) (一)

改r~ '1'1 HI氏 和II jiJ (一) 驚惇 i1~ 倖

11旬 Bi) 任 Il'R 玉常 咳逆卜気煩心 心煩欽逆|二気 心煩咳逆

紫 ?:f 咳逆卜.逆煩心 煩心致逆 ~lJ 心

1I短 ;~i) 任!脈 九日 )己 (一) 心驚惇 心驚惇
巨|払l .t頁心 篤惇 iぜ惇

日円-3 f0F 
又t二 太乙 (-) 心煩 (-) 

足 羽i E月TI 中~\i立1 向ギ 郊 (一) 煩心悲泣 w心悲j立
牌紙 rí.~、 (1 煩心1l干悲 (ー) (-) 

大 ng 煩 JL、 (ー) (一)

公係 (ー) 煩心狂言 m心狂言
勝脈経 至 I~~ (-) 煩心 ~Ú JL、

pfxj 司~~、又E j勇 ;H (一) 煩 11:'リL痛 灯j心心痛
然谷 熱病ìJ'i心 (-) (-) 

月日 経 張 lí:t (ー) 頭痛，仁、煩 頭痛心煩

表 7 面赤

身体部位 経絡名 経穴名
ご七 i台 1{E 

医 JL、 方 鋪灸衆英 鋪灸大成

fiJi 部 宵Jll長 前 r!'1 面赤 (ー) 耐 i亦腫

面 部 宵 111氏 観支 (-) [面赤心煩 ftri赤心煩
小腸絞 額 f密 面亦 面赤 面赤

勝脱経 横竹 面亦 (-) (ー)

子 心包経 |間使 面亦 (-) (一)

大腸経 温 j問 面赤 (一) 〈ー)

三焦経 液門 面亦 (一) (ー)

!臨 百I~ 11F 縦 期[lIJ (ー) l而赤大燥 Ifli 亦}，j

足 部 胃経 解案谷 面白赤 頭風面赤 頭風面赤
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表 8 頚項肩痛

身体部位 経絡名 主主穴名
主 汗; j{( 

|云 IL. 方 誠灸衆 !Jf: 鋪灸大成

頭 市l l防 IIìU-f iill 天 J頁4市垂 工員~ilJ 11ì~ .HjJi.1伝 11[11鎌

)]11 経 合11 11説 :~ti ~rr1 到而 子lÏ ~市

!出血1 偏項而 (-) (-) 

絞陰 JIT陣痛引痛 頭項鎮痛 Jn1J!'î領有 lí
'jf .ft (一) 珂Jfl痛 間J[1痛

凹 部 rJ日経 本千111 頚項強急 預項強急1i百 洲町i 強二.tJllJ

手 部 小腸経 小海 頚項痛 風H玄頚項桁 阻111玄到J員抗l

足 部 胆経 外丘 (-) 頚工員痛 頒JÚ~I詰

表 9 半身不随

身体部位 経絡名 経六1"1
主 i台 1rl~ 

医 JL、 方 鋪灸衆 9ミ 械灸大成

頭 部 管 III~ 風 IH 舌急明t言足不仁 偏風半身不遂 自rð同半身イ;遂

百会 (一) 偏凪半身イ;遂 Ílnil1!l半身イ;遂

手 剖1 !日l i;R ダIJ ;fi!( (一) 半身不遂 W!.jイえ遂

)(IJ場経 (一) 手足不随 fhl不I~j自

rlll 也 (一) 偏凪半身ィ:遂 llni凪半身ィ:遂

肩 音ß 大)J易経 肩市J~ (一) 半身イ;遂 半身イ;遂

足 i4i~ I!日経 111 跳 (-) 半身不遂 半身不j差

l場|凌泉 (一) 偏風土1':身不遂 偏!且l-'=I三身不遂

!懸釘I (一) 中風手足イえ遂 '1 1胤干J.Ê不遂

表10 口面明斜(1)

身体部位 経絡名 経穴名
主 治 ~IË 

医 dし、 方 鋪灸衆英 誠灸大 fJ見

ﾏi] 古官 管脈 強制 日 日両 (-) (一)

勝!枕経 itf< 光 (-) (ー) LJ 11.品

.iill大 (一) 口 11晶 仁品

=焦縦 野~ hhl (ー) 口眼H品斜 1 J IlUII品斜

JJ日経 1111 腎 (-) 日|味不能 rCj 111開イ;能7守
Ry4じ・ '1'1" [] fl品 口 tlHl1品斜 口 Ilf~ 1I局斜

面 部 督 IJI長 水 NI庁 日 11品 日目品a~f. LJ 印刷:r
l~し川Ij11J1 (ー) 日畷鼓領 日 IJff{技制

側交 LJ n品 (ー) (ー)

任Il眠 r民 1\長 [J 日品 日眼 H品斜 1 1 1U~ P品斜

大 l'詰経 禾青写 [] H品 (-) (-) 

迎香 日 目品 偏風口崎 偏風UPj品
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表10 口面明斜 (2)

身体部日'1: 経絡名 縦六γ1
医 {.' 

円統 F比わI 1--1 n品

|生I (1 日 fI品

I i. 惇 I二l R同

地合 (-) 

大 j迎 口 H品

州市 (-) 

卜院l (一)

小11城主 鮪骨君 日 目品

JI日経 lÚ里会 (-) 

子 部i Ihli 経 ダIJ 欠 (一)

大洲 日 日品

大阪ij経 ニ間 日 日品

制暦 U ß晶

=焦経 外|英l 11 11品

支満 (一)

腹 fなH~ 腎命 jill 谷 仁| H品

足 剖; L11日〆ケ.~ Hij [l弘 (-) 
I)~ [丘 日 1I禁

仕F 主主 行 II\J 口 11品

3. 耳鳴は 11 穴， 4. Wl制は 18穴， 5.心痛は21 穴，

6.心煩驚停は 9 火 7. fill 亦は 2 穴， 8.預項肩痛は

5 穴， 9.半身不随は l 穴， 10. LJ I而咽斜は 10穴で

あり，合計 144穴である.

乙れらの 111 ， 5. 心痛， 9.半身不随， 10. U 面喝

斜は，高血圧症としては比較的少ない症状である.

現代の高血圧痕の大部分を占める本態性高血圧

症に対しては，頭而， n玄':，( ，耳鳴，軌嗣，心煩驚

惇，面赤，頚項肩:fllíの 11 Jから選択取穴する必要ーが

ある.要穴と考えられるものをまとめて行くと次

のようになる.

1. 弱而には， }I眼断，完十1. ，上Jrt ，桝l庭，曲差，

晴明，メ(~宝，凪池，ノく柿， :.r部の孔最，魚、際， J.亘

里，太陵，合谷，防安~， illlllWf ，後室谷，小海.中渚，

消諜.

背部では命門，大仔， .I~lU Il1 ，三焦命，腎命.

腹部では関元.足部では解案お，飛|場，京骨，通

醤，外丘，薮陰.

方

主 �f� 杭

誠灸衆英 鋪灸大成

円眼H品斜 11眼 n同斜

日限H品1I1:~ -1~íj~言 u聞が品川市不能言
口 H品n昨 11 日品 unt

偏風U禍 .!~I~風un品

(一) u蝶不|埼

口眼目品 I]~咽

偏風口眼11品斜 偏風口日晒

口咽面赤 Ll r.1品

中風口 l鴨斜 rþ 風Ll P局斜

{扇風口 11局斜 偏風口 l渦斜

(一) (-) 

口乾口崎 u乾Ll 日品

(-) (ー)

(一) (ー)

日 l康不問 1 JI環不開

(-) (-) 
偏風口限11品 l1nÎ風 LI 眼目晶

口 H品 [1 日品

(一) (一)

2. 舷最iζは，頭部の自ti会，含即訳，面部の上星，

神庭，本神，頚部の天住，風池，背部の肝命，腹

部の関元.足部のJll問，臨j立.

3. 耳鳴には，頭部の劇息，騎!札領厭.面部

の耳門，客主人.子部の|湯諮，偏歴，前主主，腕骨.

4. 敏朗では頭部の通天，面部の上屋，素謬，

迎香.背部では議議.手部では部門，合谷，偏歴.

足部では属免，承筋 ， J氏陽.昆街，京骨.

6. の心煩驚停では，頭部の額会，完骨，手部で

は，大陵，陽諮.胸部の玉堂，紫宮，腹部の巨闘

である.

7. 面赤では. lili /'ïl~の翻惚，足部の解郊である.

8. 頚ヰi肩而では .1W部の@天，領厭.面部で

は本神.子部では小河1}で、ある.

高血圧症に対する一般的H\!穴としては，

面部，髪際の附近，頚部天柱，風池，子関節の

周辺，背部は大仔， J凪!1I1 ，三焦命，腎命.胸部は

躍中.腹部は|英i元.足部は.飛陽，足関節周辺が
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交感神経鎮静作川を有する部位と考えられる.

IV まとめ

984年，丹波康相が撰述した「医心方」第二巻

鍛灸13の孔穴 I-j合法には660えが記載され，この

中649穴は黄帝内経町1堂経から引用し，他の 11穴

は「草位鋪灸経」から qJ矩ー穴，膝 f-j 二穴， r小

品方J から曲沢二穴， r千金店」から仔宵二穴.

風市二六が引山されている.

殆んど唐以前の孔穴主治法を集約したものと考

えられる.

「鍛灸衆英」は 1529年，日月の高武カヰ而述したが，

既に 1027年宋の王維ーが r f.flíJ人命穴鋪灸凶経」を

完成しており，経絡が整備されているので，経絡

に沿う i収穴が増1m していると考えられる.

「鎖灸大成J は 1681年 11月の楊継洲が編述した，

「鍛灸衆英」とは70年のへだたりがあるのみで，

殆んど内容は変らないが，一部改編された所があ

る.教科書としては最も広く旧いられている.

以上の三書で17世紀以前の古典の孔穴主治法を

窺い知ることができると考えた.

現代の高血圧杭の症状として，1.頭1M ， 2. 舷借，

3.耳鳴， 4. 開l朗， 5.心痛， 6.心煩驚停， 7. 向-赤，

8.頚項肩痛， 9.半身不随， 10. 口面噛斜を選び，

三書の中で.それぞれの表現の見られる記載を紛

い上げた.

その結果， IQi血圧症らしき症状に対する 1:治穴

は，頭部のiill 天，組会， lílÎ 部， 1~111立， 上ll~ ， .'ft'it;H 

の天性.風池.子部のみ;陵，合谷，陽f~ ，背部の

Jd子.風門，三焦命，腎命，胸部ω航 '1 J , IIU"'\i~の

1-(IJJd ，関元，JJl部の fl~1場.解~1t~(];となる.乙れら

の経穴 iこは交感神経鎮静作用があるものと与えら

れる.
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